
埠

地震時にエネルギーを
吸収する制振装置を設
置しました。

〈主要地方道平戸生月線　平戸市　生月大橋〉 〈一般国道２０２号　長崎市　荒川橋〉



昭和56年5月以前
71％

平成12年６月以降
3％

昭和56年6月～
平成12年5月

26％

熊本地震により倒壊又は崩壊した建築物の建設年次ごとの割合

熊本地震における建築物被害の原因分析を行う委員会　報告書
「表3.2-2　構造別・建築時期別の建築物の被害状況」を元に作成

令和２年度末までに

令和２年度末までに


